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発行：気仙沼地方振興事務所 

気仙沼管内の話題や宮城県公所が取り組んだ事業を定期的に紹介します。 

 

 

令和６・７年度の愛鳥モデル校である気仙沼市立大島小学校で、初年度に行う３回の野鳥学習活

動を行いました。 

 初回は９月に１・２学年を対象にウミネコなどの身近な野鳥の写真や鳴き声をクイズ型式で解説

しました。児童はクイズに興味を持って次々と答えてくれました。１２月に３年生を対象として行

った木製オリジナルコースター・キーホルダーづくりでは、図鑑などからお気に入りの鳥を見つ

け、一生懸命に作品を作ってくれました。１月には、１・２学年を対象に小田の浜で探鳥会を行

い、海上にいるコクガンなどの水鳥を双眼鏡で観察しました。3回の活動を通じて、身近にいる鳥

に関心を持ってもらえたものと感じています。 

この活動を通して、少しでも子供達の記憶に残り自然への興味を育むことができるよう、これか

らも取り組んでまいります。 

   

令和 6 年１２月８日（日）に南三陸森林管理協議会の主催の林業イベントが行われました。この

イベントは、一般の方向けに南三陸地域と宮城県の林業を楽しくわかりやすく体験できるイベントと

なっています。話題の知育玩具「ズレンガ」の体験や廃材ロボットづくりなど様々な体験ブースの他

に、林業トークショーの開催や、牡蠣汁やクラムチャウダー、タコの唐揚げといった海産物を主体と

した飲食ブースも多数出展しており大盛況でした。 

当所でもブースを設け、ドローン操縦体験、気仙沼管内産きのこの試食コーナー（しいたけの唐揚

げ）、なりきり林業キッズコーナー、モルック体験を出展しました。その他、気仙沼管内にゆかりの

あるご当地キャラクターが勢揃いした顔はめパネルの設置も行い、たくさんの来場者に楽しんでいた

だきました。なお、当日は強風により、昨年度好評だったドローン操縦体験やきのこの試食コーナー

が中止となり、楽しみにされた方には残念な結果となってしまいましたが、来年度の開催も検討され

ていますので、次回開催をご期待願います。 

   

                          

 

 体験イベント盛り沢山！南三陸林業フェスティバル２０２４ 

 

 

 

 

 

 

令和６年度の愛鳥モデル推薦校の活動報告について（気仙沼地方振興事務所林業振興部） 

 

愛鳥教室の様子 木工工作での作品 

林業振興部ブース 

 

モルック体験 

 

探鳥会の様子 

 

（気仙沼地方振興事務所林業振興部） 

 

廃材ロボットづくり 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

  

 

気仙沼市の下八瀬地区は、かつて炭焼きが盛んな地区であり、令和５年度にNPO 法人リアスの

森応援隊の隊員である中井氏が中心となって、炭窯「下八瀬髙幸窯」がつくられました。 

「下八瀬髙幸窯」では、定期的に炭の販売会などイベントを行っており、令和７年２月２３日

（日）に竹炭の販売会を主体とした「炭窯マルシェ」が開催されました。 

本イベントでは、地域の方から譲っていただいた竹を材料に、炭窯で焼いた「地産地笑」の竹炭

や竹炭民芸品、地元下八瀬自治会の皆さんが生産した農産物の直売が行われました。そのほか、天

然酵母を発酵させた生地を竹に巻いて炭火で焼く「炭焼きパン作り体験」が特に人気で、大人から

子供まで自分の最高の焼き加減を目指して黙々と竹を回して楽しんでいました。また、当日は元イ

タリアンシェフでもある中井氏による季節の野菜たっぷりの手作りミネストローネのお振る舞いも

あり、寒空の中、焼きたての炭焼きパンと本格ミネストローネがベストマッチとなっていました。

今後も、定期的に開催されるようなので、ぜひ、お立ち寄り下さい 

   

                                                      

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「下八瀬髙幸窯」において炭窯マルシェが開催されました 

 

 

竹炭販売 

 

炭焼きパン作り体験 

 

手作りミネストローネ 

 

（気仙沼地方振興事務所林業振興部） 
 

富県宮城グランプリ「みやぎの食」振興部門賞を受賞されました 

（気仙沼地方振興事務所地方振興部） 

 

 

令和７年１月２９日（水）に「第13回富県宮城グランプリ表彰式」が宮城県庁で行われ、南

三陸町の株式会社ケーエスフーズが「みやぎの食」振興部門賞を受賞しました。 

  「みやぎの食」振興部門賞は、食産業分野において、6次産業化や高付加価値化、販路開拓な

どに取り組み、地域産業振興への貢献が顕著な企業などに贈られる賞です。 

 ケーエスフーズは、磯焼けの主な原因であるキタムラサキウニを陸上で畜養し、商品価値を高

めて販売しているほか、未利用魚として廃棄されていたクロアナゴの利活用やギンザケの陸上養

殖などにより、藻場の再生や地域産業の振興に貢献しています。 

 また、地元の高校生とのコラボ商品や町のゆるキャラを使用した商品を開発するなど、地元の

食材等を生かした商品開発にも取り組んでいることなどが評価されました。 

 

       

株式会社ケーエスフーズ           グランプリ受賞者 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 令和７年2月23日（日）に、みやぎ地域づくり団体協議会気仙沼・本吉支部（Rias ネットワー

ク）主催のイベント、Rias ネットワークフェスティバル2025～地域づくり文化祭～を開催しまし

た。 

 イベントでは、Rias ネットワークに所属する７団体が、販売・展示・体験に関する出店を行いまし

た。また、先着１００名様にオリジナルストラップをプレゼントするスタンプラリーの開催、ダンス

スクールSMILEY によるダンスパフォーマンスの披露、気仙沼市観光キャラクター「ホヤぼーや」の

登場など盛りだくさんの内容でした。 

 イベントには、２３４名の方が来場され、売り切れの商品も出るほど、会場は大盛況でした。来場

された方からは「いろいろな団体が地域のために活動していることを知れて良かった。」との声が上が

るなど、地域づくり活動について、多くの人にPR することができました。 

   

ズレンガを楽しむ来場者 

 

ベジタリアン・ハラルフードメニュー発表会を開催しました！ 

（気仙沼地方振興事務所地方振興部） 

 

 

令和７年２月２７日（木）に気仙沼・本吉圏域発ベジタリアン・ハラルフードメニュー発表会を

開催しました。この発表会は、インドネシアや台湾など多くの外国人が訪れる気仙沼・本吉圏域へ

の、インバウンド観光客の更なる誘致のきっかけとなることなどを目的として開催しました。 

当日は、29名が出席し、開発したメニュー４品（ベジタリアン向け２品、ハラルフード２品）

の説明及び試食を行いました。 

開催後のアンケートでは、「お肉を使用していないとは思えず驚いた」、「1回で終わることなく

継続してもらえるとベジタリアン対応食やハラル食が進む」といった意見が寄せられました。 

開発したメニューレシピについては、４月以降、宮城県気仙沼地方振興事務所のホームページに

て公開予定です。 

     

 

 

 

 

Rias ネットワークフェスティバル 2025～地域づくり文化祭～を開催しました！ 

 

 

 

会場の様子 

  

 

発表会の様子 肉なし肉だんご かつおのおにぎらず 

（気仙沼地方振興事務所地方振興部） 
 

ダンススクール SMILEY によるダンス

パフォーマンス 

 


